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     学 校 だ よ り 
中 央 区 立 京 橋 築 地 小 学 校 

東京都中央区築地2丁目13番1号 

 3月の行事予定 

日 曜 主な行事予定 

１ 水 謝恩会（6年）「命と心の授業」(5年) 

２ 木 安全指導 

３ 金  

４ 土  

５ 日  

６ 月 委員会  

７ 火  

８ 水  

９ 木 児童集会 なわとび DAY 

10 金  

11 土  

12 日  

13 月 クラブ 

14 火  

15 水  

16 木 児童集会 

17 金 クリーンデー 

18 土  

19 日  

20 月 卒業式予行 

21 火 春分の日 

22 水 給食終 特別支援教室指導終了日 

23 木 卒業式 

24 金 修了式(特別時程) 

25 土  

26 日 春季休業日始 

27 月  

28 火  

29 水  

30 木  

31 金  

芽吹きの春に 
校長 平山 尚彦  

 沈丁花の香り、心もち白みがかった空の色、数日ご

との雨降り…と、ふと感じる春の訪れに、心もほんの

りと温かくなるこの頃です。 

 年度末の慌ただしさも増してきた中、たまたま映画

等を倍速で観る人についてのコラムを目にしました。

それは限られた時間を効率的に使いたいからではな

く、結論が出ていない状態が続くことに耐えられない

…面白い作品かどうかという答えを早く知りたいから

ではないかとありました。結末に至るまでのストーリ

ーや表現を味わうことよりも、作品を観たこと自体へ

の｢答え｣にたどりつくことが目的…私たちの子供たち

への接し方にも関わることと考えさせられました。 

私自身も知りたいことがあるとインターネットで検

索して簡単に早く｢答え｣を得ることがすっかり日常と

なっています。図書館に行って調べるようなことはめ

っきり減ってしまいました。また、子供たちへもよい

結果を得られるように、効率的に、失敗しないように

と、結果に重点を置いた働きかけが多くなってはいな

いかと、様々自省しました。 

簡単に得た知識は忘れるのも早いように思います

が、手間暇かけて得たものはしっかりと残ります。試

行錯誤すること、目の前のことに熱中したり楽しんだ

りすること、そういう営みが心を豊かにし、困難を乗

り越える粘り強さや知恵を育む大きな力となります。

目まぐるしく変化する時代の流れにあっても、心の成

長に必要な時間は不変のように思います。つまずかな

いように手を回すことも必要ですが、つまずきを自分

で乗り越えていく姿を受けとめ、支えていくこと…学

校では子供たちの取り組みを見守り、自ら結論を見い

だせるまで待つことを、これからも時間の許す限り大

切にしていきたいと考えています。 

 ３月に入りました。６年生の卒業、今の学年の修了

も迫ってきました。子供たちがこの一年の成長を実感

し、期待と希望をもって新学期を迎えられるよう、寄

り添い見守り、しっかり締めくくりをしてまいります。 

開校･開園 30周年記念のこの一年、保護者、地域、

関係機関の皆さまのお支えのもと、実り多い年とする

ことができました。ありがとうございました。 

3月 26日（日）～ 4月5日（水）春季休業日 

4月  6日（木）始業式・入学式 

4月   7日（金）給食始 

4月  13日（木）1年生給食始 

※今月の避難訓練は、「予告なし」で実施しま

す。 



  

〈 ６年１組 〉 

桜咲き 感謝の思い 京築に      ○○ ○ 

六年間 泣いて笑った 小学校     ○○ ○ 

ありがとう 伝えて一歩 踏み出そう  ○○ ○ 

最後の日 校門前で 涙する      ○○ ○ 

いつまでも 忘れられない ランドセル ○○ ○ 

ありがとう 思いを胸に 卒業式    ○○ ○ 

鮮明に 記憶に残る 六年間     ○○○○○ 

ありがとう 卒業の日に 響いてる  ○○ ○○ 

未来への 土台を築き はばたこう  ○○ ○○ 

桜咲き みんなの道も 花開く    ○○ ○○ 

ありがとう あっという間の 六年間  ○○ ○ 

卒業し 新たな一歩 進み出す    ○○ ○○ 

はばたいて 小さな島から 大空へ  ○○ ○○ 

桜咲く みんなの笑顔 舞い上がる  ○○ ○○ 

桜咲く 六年前を 思い出す     ○○ ○○ 

六年生 最後に歩く 春の道     ○○ ○○ 

卒業し 笑顔とともに 桜咲く     ○ ○○ 

それぞれが 今までの場に 別れ告ぐ ○○○○○ 

思い出は 笑顔あふれる 宝物    ○○ ○○ 

友達と 親に感謝で 笑顔咲く     ○○ ○ 

卒業だ 最後も友と 笑ってる    ○○ ○○ 

声響く 一人一人の 笑い声     ○○ ○○ 

京築小 背にした顔は 満開だ    ○○ ○○ 

教室の 窓から出てった 笑い声   ○○○○○ 

〈 ６年２組  〉 

さようなら 桜散る時 涙出る       ○○ ○○ 

思い出の 毎日通った 通学路     ○○ ○○ 

ランドセル 思い出深い 宝物       ○ ○○ 

卒業で 新たな一歩 踏み出そう     ○○ ○○ 

卒業で 学校とはもう お別れだ     ○○○○○ 

師と親と 紺のプリーツに ありがとう 

懐かしい 笑って終わる 昼休み       ○○ ○ 

ランドセル 思い出沢山 ありがとう  ○○ ○○ 

六年間 思い出詰まった ランドセル  ○○ ○○ 

桜咲く 未来の僕が 楽しみだ      ○○ ○ 

桜がね 舞い散る頃に 卒業だ      ○○ ○○ 

思い出は 桜とともに 散っていく   ○○ ○○ 

みんなとの 楽しい思い出 忘れない   ○○ ○○ 

ランドセル 気付けばどこも 傷まみれ  ○○ ○○ 

思い出す みんなで過ごした 六年間  ○○ ○○ 

友達と 作った思い出 大切に    

制服と 親に感謝の 卒業式      ○○ ○○ 

さようなら 毎日背負った ランドセル ○○ ○○ 

最後の日 友達お別れ 悲しいね     ○○ ○○ 

学校の 難しかった テストたち     ○○ ○○ 

桜咲く 新しい道 進むとき       ○ ○○ 

卒入学 いつも見守る 桜の木    ○○ ○○○  

旅立つぞ 今とは違う 世界へと    ○○ ○○ 

先生と 親に感謝の 卒業式      ○○ ○○ 

 

６年生卒業俳句 

○○ ○○ 

○○○○○ 


